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１．目的 
御社 Interstage Application Server（以下 Interstage）で構築されるシステムで標準
で使用される Solaris、Windows、 Linux プラットフォーム上で弊社製品
VantageAnalyzer3.0の正常稼働を確認する事を目的とします。 
 
 
 

２．検証作業概要 
2-1．実施期間 
２００６年４月２４日 ～ ２００６年４月２７日 
 

2-2．実施者 
富士通株式会社        ソフトウェア事業本部ミドルウェア事業部 
日本コンピュウェア株式会社  営業技術本部 
 

2-3．検証場所 
御社 浜松町 PSC 29F Validation Room １０ 
 

2-4．検証方法 
業務アプリケーションに POWER EGG(注 1)を使用する。 
POWER EGG業務アプリを J2EE 2階層モデル(図 3参照)、3階層モデル(図 4参照)に配
置(デプロイ)し、Webブラウザ(IE6)より業務要求する。 
POWER EGGの業務要求は以下を利用する。 
・ ログイン処理 / ログアウト処理 
・ メニュー画面表示 
・ 顧客情報表示 
・ スケジュール表表示 
・ 社員名簿表示 
・ ToDoList処理 
・ 予定表表示 
・ 伝言メモ表示 
・ 出先簿表示 

 
(注 1): POWER EGGは、ディサークル株式会社が提供する企業情報ポータルソリューション
です。約 900社の導入実績があります。 

 



その他の条件 
・ 3サーバ(Solaris、Linux、Windows)同時起動。同時モニタリング。 
・ 業務アプリは Servlet/EJBで構成。Servlet/EJBは 1つのコンテナで動作。 
・ Interstage Application Serverのコンテナ構成: 12コンテナ(4コンテナ×3) 
コンテナ構成イメージは以下。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-5．検証環境 

システム構成図 
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ハードウェア構成 

 
ソフトウェア構成 

 

サーバ名 機種 仕様 OS 
DBサーバ 

(Windows用) 

PROMERGY 

 TX200 S2 

CPU: Xeon3.60GHz/2MB ×2 

MEM: 2GB 

HDD: 73GB (RAID5) 

Windows Server 2003 SE + SP1 

DB: Oracle 9 

Vantage Analyzer  PROMERGY 

 TX200 S2 

CPU: Xeon3.60GHz/2MB ×2 

MEM: 2GB 

HDD: 73GB (RAID5) 

Windows Server 2003 SE + SP1 

DB: SQL Server 2000 SE + SP4 

APサーバ 

(Solaris用) 

PRIMEPOWER 250 CPU: SPARC64 1.87GHz×2 

MEM: 4GB 

HDD: 73GB 

Solaris 9 OS 9/04 

APサーバ 

(Linux用) 

PROMERGY 

 TX200 S2 

CPU: Xeon3.60GHz/2MB ×2 

MEM: 2GB 

HDD: 73GB (RAID5) 

Red Hat Enterprice Linux AS 

(V.3) 

APサーバ 

(Windows用) 

PROMERGY 

 TX200 S2 

CPU: Xeon3.60GHz/2MB ×2 

MEM: 2GB 

HDD: 73GB (RAID5) 

Windows Server 2003 SE + SP1 

サーバ名 機種 仕様 OS 
DBサーバ 

(Windows用) 

PROMERGY 

 TX200 S2 

CPU: Xeon3.60GHz/2MB ×2 

MEM: 2GB 

HDD: 73GB (RAID5) 

Windows Server 2003 SE + SP1 
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Windows Server 2003 SE + SP1 

DB: SQL Server 2000 SE + SP4 

APサーバ 

(Solaris用) 

PRIMEPOWER 250 CPU: SPARC64 1.87GHz×2 

MEM: 4GB 

HDD: 73GB 

Solaris 9 OS 9/04 

APサーバ 

(Linux用) 

PROMERGY 

 TX200 S2 

CPU: Xeon3.60GHz/2MB ×2 

MEM: 2GB 

HDD: 73GB (RAID5) 

Red Hat Enterprice Linux AS 

(V.3) 
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(Windows用) 

PROMERGY 

 TX200 S2 

CPU: Xeon3.60GHz/2MB ×2 

MEM: 2GB 

HDD: 73GB (RAID5) 

Windows Server 2003 SE + SP1 



３．検証結果総括 
検証環境においてすべてのプラットフォーム上で VantageAnalyzerが正常稼働する事を
確認しました。 
確認項目および結果は以下の表の通りです。 
 
 

Vantage Analyzer の機能チェックリスト   

スコープ 確認項目 Solaris Linux Windows 

全般 サーバーCPU 使用状況が取得出来る事 ○ ○ ○ 

  JVM ヒープ状況が取得出来る事 ○ ○ ○ 

  DB へ情報がストアされる事 ○ ○ ○ 

J2EE Java Scape 実行中の JSP、Servlet、EJB が確認出来る事 ○ ○ ○ 

Stalled Threads 設定した閾値を越えたトランザクションが表示される事 ○ ○ ○ 

  メソッド、SQL の情報が確認出来る事 ○ ○ ○ 

TransactionExplorer トランザクション情報が正しく表示される事 ○ ○ ○ 

  メソッド、SQL の情報が確認出来る事 ○ ○ ○ 

Transaction Scope 設定した閾値を越えたトランザクションが表示される事 ○ ○ ○ 

  メソッド、SQL の情報が確認出来る事 ○ ○ ○ 

Method Hotspots メソッドの情報が確認出来る事 ○ ○ ○ 

SQL Hotspots SQL の情報が確認出来る事 ○ ○ ○ 

Memory Hotspots オブジェクト情報が確認出来る事 ○ ○ ○ 

 



４．検証結果詳細 
サーバ CPU使用状況 

 
 
JVMヒープ使用状況 

 



Transaction Explorer 
 
取得したすべてのトランザクション情報から、トランザクション種別毎に性能情報 
（レスポンスタイム、CPU使用時間等）を集計し、その傾向を分析する事によりボトル
ネックトランザクションの検出などに有効。 
 

 
 
① Servlet、JSP、EJBの情報 
② JavaBean等 POJOの情報 
③ Socket通信等外部アクセス処理の情報 
④ SQL、JDBCでの処理の情報 

①・・・・・ 

②・・・・・ 

③・・・・・ 

④・・・・・ 



Transaction Scope 
 
実行されたすべてのトランザクションから、指定した閾値（監視対象とするレスポンスタ

イム）を越えた各トランザクション毎の性能情報や実行日時、アクセスユーザー等の情報か

らレスポンス低下の原因特定などを支援。 
 

 
 
① 分析対象トランザクションを特定する為の情報（実行エージェント名、トランザクシ

ョン実行日時、リクエストURL、ユーザーIPアドレスなど）や、レスポンスタイムや
その内訳（Javaプログラム、SQL、外部接続）の情報 

② ①で選択したトランザクションの詳細情報 

①・・・ 

②・・・ 



Stalled Threads 
 
実行されたすべてのトランザクションから、指定した閾値（パフォーマンス障害とするレ

スポンスタイム）を越えた各トランザクションの性能情報や実行日時等の情報を提供し性能

問題の実態把握を支援。 
 

 
 
① 性能低下トランザクションの情報（実行エージェント名、トランザクション実行日時、

レスポンスタイム等） 
② ①で選択したトランザクションの詳細情報 

①・・・ 

②・・・ 



Method Hotspots 
 
処理時間の長いメソッドや、CPU負荷の高いメソッドの検出を支援。 
 

 
 
メソッド毎の処理時間、CPU使用率、スループット、平均レスポンスタイム、実行回数当
の情報を提供 



SQL Hotspots 
 
処理時間の長い SQLステートメントの検出を支援。 
 

 
 
SQLステートメント毎の処理時間、スループット、平均レスポンスタイム、実行回数等の
情報を提供 



Memory Hotspots 
 
メモリ上にアロケートされているオブジェクト（Collection、Map、HttpSession）の情報
を提供しメモリ使用状況把握、また長期間に渡りメモリ上に残存するオブジェクトの検出を

支援。 
 

 
 
メモリ上にアロケートされているオブジェクトの状況（アクティブまたはインアクティブ、

Collection・Map・HttpSessionに保持されているオブジェクトタイプやサイズ、数など）
や最終更新日時などの情報 


